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第４９回中同協総会in愛知

▲開催地代表挨拶として加藤明彦・愛知同友会会長が登壇
「愛知同友会創立５５周年を迎え、会員数が４０００名を超えました。全国５万名に
向けて、今総会で議案を深く読んで分科会で学び、会社で実践し、語り部とな
って地域の経営者の仲間を増やしていきましょう」

▲主催者を代表して挨拶する鋤柄修・
中同協会長
「九州豪雨で被害を受けた方へ、お見
舞い申し上げます。そのような大変な
状況の中で愛知へお越しくださいまし
て、ありがとうございます。総会議案書
に基づいて、実践するのは各地の同友
会です。同友会らしい企業づくりのベ
ースとなるのは労使見解。この２日間

の学びを実践し、各同友会で広げていってください」

▲波多野淳彦・中部経済産業局長
「経済が良くなるためには、新し
い仕事を始める、投資をする、皆
でお金を使うという３つが必要に
なります。同友会は検証もでき
て、新しい仕事も互いの学びの中
から生むことのできる場所です。
この場に集まられた経営者の皆さ
んの交流から新しい仕事が生ま

れ、さらなる経済の発展になればと思います」 来賓挨拶をする大村秀章・愛知県知事

▲

「お互いに自己研鑚をして、日本経済の産業の活力を盛
り上げていただきたいです。また、中小企業家同友会の
皆さんとはこれからも一緒に、付加価値の高い産業を求
め、常にチャレンジをしてイノベーションを起こしてい
きましょう」

森岡仙太・愛知県副知事

▲

「日本の企業の９９％は中小企業で、働
く人の７割が雇用され、中小企業が元
気にならなければ、経済も活性しませ
ん。愛知県中小企業振興基本条例が制
定され、現場の声を聞いて支援したい
と思います。行政としても総合的な支
援をしますが、主役は民間の中小企
業。研鑚を積み経営力を高めることが
地域社会の活性化に繋がります」

▲全体会と２日目の司会は、
中部製作所の大野正博氏と丸
善運輸の近藤暢子氏（ともに
南地区）が務めた。

▲青木義彦・総会実行委員長
「全国から大勢の皆さんに参加し
ていただきありがとうございま
す。今日の学びを交流し、各地同
友会で広げていける場になればと
思います。２０１７年の同友会運動を
一緒に作っていきましょう」

▲▲

総会議案を深める１９の分科会に分かれ、
全国の会員と一緒に学び合う。

▲会員企業による屋台で愛
知の食を提供。全国の会員
が舌鼓を打つ。

総会議案を深めた１９の分科会（テーマ一覧）
ⅠⅠ．．情情勢勢認認識識・・同同友友会会運運動動・・平平和和問問題題
１．世界を見据え、地域に生きる～中小企業と同友会の強みを活かして
２．同友会の歴史と理念から何を学び経営と運動に生かすか
３．中小企業は平和でこそ発展する～会員としてどのように学び、取り組むか

ⅡⅡ．．企企業業づづくくりり
４．「経営のあり方」を問い、不離一体の姿勢を学ぷ経営指針づくり～経営指針で５年後１０
年後のビジョンを描こう

５．人口減社会における、共に育つ人材育成、地方では何が起こっているか～公共と民間
が連携し共に育つ地域づくり

６．疲弊する地域の中でこそ、描ける未来がある～経営理念を真っ正面から伝え、地域全
体で取り組む共同求人

７．「ひらがな経営」で社員がキラリ☆～全員が考え・行動できる会社へ。仕組みづくり１０
年の軌跡

８．共に生きる環境を創る経営者の責任～中小企業だからこその取り組み
９．地域のあらゆる力を結び、市場開拓への挑戦～日本の地方とアジアの中核都市を結ぶ
１０．経営指針の実践から企業経営とエネルギーシフトを一体とする運動ヘ～大規模エネル

ギー依存から小規模分散エネルギーへ進めるのは中小企業の使命
ⅢⅢ．．地地域域づづくくりり・・経経営営環環境境改改善善
１１．グローバル化と中小企業憲章推進運動～国連「ビジネスと人権に関する指導原則」を

新たな力に
１２．「千葉県中小企業の振興に関する条例」制定から１０年～条例制定の取り組みが同友

会、企業、行政を変えた
１３．景況調査活動から政策要望づくりへ～中小企業家の声を地域社会に発信しよう
１４．消費税問題の中小企業経営への影響とその対策はどうするか？～中小企業の立場から

考える公平・公正な税制
１５．中小企業金融の未来を探る！～ペンチマーク導入と信用保証制度のあるべき姿を徹底

議論
ⅣⅣ．．同同友友会会づづくくりり
１６．組織の自主運営こそ、経営者の学び～同友会と企業経営とに不離一体で取り組んで
１７．青年部は同友会運動を担う次代のリーダーを育成する場～青年部に何を期待し、青年

部はその期待にどう応えるのか？
１８．組織強化のカギは自主運営！～１つ１つの実践の積み上げが活力ある同友会をつくる
１９．同友会事務局は中小企業運動の専門集団～運動の“半歩先”を提案できるか

次回開催地からの呼びかけ

▲

第５０回中同協総会は宮城県で開催（２０１８年７月５日～
６日）。「オール東北で全国の会員を迎えます」とＰＲ
が行われた。

▲

▲

愛知同友会の会員による物産展も盛況
のうちに終了。㊤は名古屋コーチンのゆで
卵を試食する様子。

７７７７７７月月月月月６６６６６６日日日日日
（（（（（木木木木木）））））

～中小企業と同友会の強みを活かして～
世界を見据え、地域に生きる

全体会

７月６～７日 名古屋国際会議場にて

分科会

写真で
見 る

物産展

懇親会
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●２日間の広浜新会長の３つのまとめ
①我が同友会の立ち位置を正しく認識
影響力の大きさ、期待の内容と程
度、活動の質を知る。
②同友会理念を実践で語る
負け犬の遠吠えは誰も聞かない。

③同友会運動を内外に広げる
会員に同友会の良さを伝え、理念を
外部発信する。 ▲河村たかし・名古屋市長より

来賓挨拶
「私も零細企業の出身者
ですので、商売の厳しさ
や価格競争をよく知って
います。中小企業の皆様
は、良いモノを安く作り
日本の国を支えていると
感じています」

▲鋤柄氏と広浜氏による対談では、時折笑
いも交え、同友会で学び実践して会社を成
長させてきたことが熱く語られた。

▲吾郷進平・中小企業庁事業環境部長より来賓挨拶
「重点的な取り組みを紹介します。まず「生産性の
向上」のため中小企業と経営強化法を施行しまし
た。次に「下請け中小企業対策」として取引環境を
改善。「信用保証制度」では中小企業信用保険法を改
正し、ステージ別の資金需要に対応しています。「事
業承継」は、経営者の平均年齢が高いため、集中的
に取り組む予定です。これからも同友会と連携し、
新たなチャレンジの挑戦を支援したいと思います」

▲「時代認識と企業経営」をテーマに対談
を行った鋤柄氏と広浜氏。いまの時代をど
う見るかの認識から始まり、「経営者として
生きること」「皆さんに伝えたいこと」を語
る。

▲総会宣言を行った
石塚智子副代表理
事。全国５万名会勢
へ向けて高らかに宣
言した。

▲

コーディネーターは新中
同協幹事長の中山英敬氏が
務めた。

▼閉会後は、全国からの参加者を愛
知同友会会員が拍手でお見送り。
全国会合での再会を誓い合う。

私
た
ち
は
、
七
月
六
、
七
日

の
二
日
間
、「
世
界
を
見
据
え
、

地
域
に
生
き
る
〜
中
小
企
業
と

同
友
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催
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友
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迎
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友
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取
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友
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。
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友
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取
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取
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友
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友
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第
四
十
九
回
定
時
総
会

▲２００７年より中同協会長を務めた鋤柄
修氏が、今総会をもって退任。新会長
の広浜泰久氏より感謝状が贈られた

▲

Ａコース「エイベックスの
多度工場」
敷地３０００坪。シンプルでわ
かりやすいラインで、異常が
目で見てわかる、世界から受
注が集中する工場を目指す。

▲Ｂコース「エステムの
調査分析センター」
環境配慮制度Ｓランク
の建物。外皮熱負荷を抑
制し、光・地熱など自然
エネルギーを活用する環
境配慮型の次世代分析
棟。

▲Ｃコース「知多半島の企業連携」
農業（萬秀フルーツ）・飲食業（まる
は食堂）・宿泊業（日間賀観光ホテル）
のコラボレーションにより地域資源に付
加価値を加える。
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６６
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催
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送
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催
さ
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ら
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あ

わ
せ
て
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が
集
い
ま
し

た
。新新

しし
いい
課課
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にに
挑挑
戦戦
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友
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、
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務
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働
委
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長
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第
三
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な
ど
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任
し
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、
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表
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事
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就
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し
ま
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た
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○
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れ
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の
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「
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・
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ー
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フ

ト
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な
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友
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は
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々

発
展
を
遂
げ
て
き
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の
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に
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ち
、
十
五
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に
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た
っ
て

牽
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て
き
た
鋤
柄
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に
対
し
、

中
同
協
顧
問
の
田
山
謙
堂
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（
千

代
田
エ
ネ
ル
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ー
会
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を
は
じ

め
と
す
る
参
加
者
か
ら
は
、
鋤
柄

氏
と
の
思
い
出
や
、
今
後
も
同
友

会
運
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を
牽
引
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れ
る
こ
と
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の

期
待
、
ま
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の
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今
後
の
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と
し
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は
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同
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五
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五
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達
成
に
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け
、『
全
国
行

脚
』
の
準
備
中
で
す
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新
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な
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友
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動
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た
。

全国の代表役員の皆さんと記念撮影

７７７７７７月月月月月７７７７７７日日日日日
（（（（（金金金金金）））））

鋤鋤
柄柄
修修
氏氏（（
中中
同同
協協
前前
会会
長長
））歓歓
送送
会会

７７月月７７日日

道道
なな
きき
みみ
ちち
をを

全体会

見学分科会

中小企業家同友会全国協議会
第４９回定時総会アピール
中同協設立５０周年（２０１９年）に
向けて全国５万名会員を達成
しよう

対 談


